
 

 

 

 

 

 

 

本年度のスクールプラン（学校経営方針）を作成しました 

 
年度末の学校評価結果を基に、今年度のスクールプラン（学校経営方針）を裏面のとおり作成しま

した。昨年度同様、本校が伝統的に目指す児童像として掲げている「考える子」「助け合う子」「た

くましい子」を、新しい学習指導要領で求められている「知識及び技能」「思考力、判断力、表現

力」「学びに向かう力、人間性」の観点で身に付けさせたい力を示しています。そして、それぞれの資質・

能力を育成するために「何を」「どのように学ぶか」と「子供の発達をどのように支援するか」「実施する

ために必要なこと」について今年度の取組を示すとともに、取組の成果を測る評価項目を設定しました。

感染予防対策による活動の制限はありますが、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）の

中で、子供たち自身が自分の学びや成長を実感し、学ぶ楽しさを味わえるよう、全教職員で教育活動を

進めて参ります。保護者や地域の皆様のご理解・ご協力を賜りますよう、よろしくお願いします。 
 

「幅広い読書活動」については、昨年度末のアンケート調査で「学校や

家でよく本（漫画・雑誌を除く）を読んでいる」と回答した児童の割合が  

７５．５％、「親子読書等を通して、お子様の読書への興味･関心が高まっ

た」と回答した保護者の割合が４８．９％と低く、今年度、より一層取組を充

実させたいと考えました。 

そこで、月～木曜日のさわやかタイム（8:0５～8:２０）に読書活動を行い

ます。また、図書室や学級文庫から借りた本を入れる“本バッグ”を机の横

に掛け、いつでも読書ができるようにするとともに、毎月第３日曜日（家庭

の日）を迎える週末に家庭学習として読書をするため、学校で借りた本を

持ち帰ることにしました。さらに、図書室で借りた本のリストを定期的に持ち

帰ります。お子様がどのような本を読んでいるかご覧ください。このような

取組を通して子供たちの本への興味・関心を高めることに、 

ご理解・ご協力をお願いします。ご家庭でも読書について話

をしたり、お子様といっしょに本を読んだり、図書館に出かけ

たりする機会をもっていただけたらありがたく存じます。 
 

今年度も保護者の皆様には、年度末に評価項目についてアンケートの回答にご協力をお願いし

ます。感染予防対策との両立を図りつつ、できるだけ授業や学校生活の様子を見ていただく機会

を多くもちたいと考えています。その一環として本校ホームページの「みのりっ子の学校生活」

のページやYouTubeでの限定配信など IT活用も図って参ります。ホームページにはスクール

プランや学校だより、いじめ防止基本方針も掲載していますので、こちらもぜひご覧ください。 

 

豊小HPはこちらから→      HP内「みのりっ子の学校生活」はこちらから→  
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図書室利用オリエンテーションの様子 



 


